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戸
籍
は
、
結
婚
や
離
婚
、
親
子
関
係
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
大
切
な
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
戸
籍
は
、
そ
の
証
明
書
が
他

人
に
不
正
に
取
得
さ
れ
た
り
、
虚
偽
の
記

載
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年
個
人
情
報
の
保
護

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
近
ご
ろ
、
戸
籍
に

記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
が
不
正
に
取
得
さ

れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
、
ニ
ュ
ー

ス
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
人
の
知
ら
な
い
間
に
虚
偽
の
婚
姻
届
や

養
子
縁
組
届
が
提
出
さ
れ
、
戸
籍
に
虚
偽

の
記
載
が
さ
れ
る
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
、
虚
偽
の
婚
姻
届
や
養
子
縁

戸
籍
の
窓
口
で「
本
人
確
認
」が

法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
し
た

組
届
を
す
る
こ
と
で
別
の
姓
に
な
り
、
前

の
自
分
と
は
別
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し

て
消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
さ
ら
に
お
金
を

借
り
入
れ
る
と
い
う
悪
質
な
も
の
で
す
。
　

戸
籍
に
関
す
る
不
正
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
、
平
成　

年
に
「
戸
籍
法
の
一
部
を

１９

改
正
す
る
法
律
」「
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、

平
成　

年
５
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
窓
口
で

２０

は
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
の
請
求
や
、
婚

姻
届
、
養
子
縁
組
届
等
戸
籍
の
届
出
の
際

に
、
顔
写
真
付

身
分
証
明
書
を

提
示
し
て
い
た

だ
き
本
人
確
認

を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

戸
籍
の
不
正
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
の

戸
籍
等
を
守
り
ま
す

平
成
２０
年
５
月
１
日
よ
り
窓
口
で
運
転
免
許
証
等
の 

　
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

は許しません！！ 
 
偽りその他の不正な手
段によって戸籍証明書
の交付を受けたものは、
刑罰（３０万円以下の罰
金）が科されます。 

運
転
免
許
証
 

氏名
 

石　
川　
　太
　郎
 

昭和
52年

  1月
26日

生 

本籍
 石

川郡
石川
町字
下泉
153

番地
の2

住所
 石

川郡
石川
町字
下泉
153

番地
の2

交付
 

平成2
1年0

2月2
6日ま

で有効
 

平成
16年

01月
18日

　0
000

0

第　
123

456
789

876
　号
 

番 号
 
平成
00年

00月
00日

 

二・小・原
 
平成
07年

03月
20日

 

他 平成
00年

00月
00日

 

二 輪
 

福島
県公
安委
員会
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戸
籍
謄
抄
本
を
請
求
す
る
と
き
、

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は

そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
は
、
戸

籍
証
明
書
を
利
用
す
る
理
由
の
明
示

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外

の
方
は
、
自
分
の
権
利
を
行
使
し
た

り
、
自
分
の
義
務
を
果
た
し
た
り
す

る
た
め
に
戸
籍
の
内
容
を
確
認
す
る

以
外
は
戸
籍
の
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
機
関
に
提
出
す
る
な
ど
、
正
当
な

理
由
を
請
求
書
に
詳
し
く
書
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理

士
な
ど
、
こ
れ
ま
で
請
求
理
由
を
書

か
な
く
て
も
請
求
で
き
た
職
種
の
人

も
、
今
後
は
請
求
理
由
を
書
い
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

町
民
生
活
課　

町
民
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
６－

９
１
２
０

〜
正
当
な
理
由
を

　

明
示
し
て
く
だ
さ
い
〜

戸籍謄本や住民票などの 
証明書が欲しいのですが？ Q

A     「本人確認」を行います。 
 戸籍や住民票などの証明書の請求に窓口に
来られた方には、運転免許証、写真付住民基
本台帳カードなど写真付の本人確認書類を
提示していただきます。さらに代理で戸籍を
請求する方には、代理権限を証明する書類（委
任状等）も併せて提出していただきます。なお、
郵便での請求は本人確認書類の写しを同封
していただき、戸籍証明書の返送先は現住所
となります。 

本人確認の書類って？？ Q

A     本人確認書類とは、運転免許証や写真
付き住民基本台帳カードなど国や地方公共
団体が発行した顔写真付の証明書が本人確
認書類となります。 

戸籍の届出を 
したいのですが・・・ Q

A     「本人確認」を行います。 
 従来から婚姻、協議離婚、養子縁組、協議離
縁については本人確認を行っておりましたが、
平成２０年５月１日から新たに認知届と不受理
申出の際にも本人確認を行うことになりました。 

写真付身分証明書が 
ないときは？ Q

A     国民健康保険証など公的機関が発行し
た証明書、または銀行の通帳など法人が発行
した身分証明書などを２種類以上提示してい
ただくことで本人確認を行います。 
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平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
住
民

２０

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交

付
手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

従
来
は
５
０
０
円
の
自
己
負
担
が
あ
り

ま
し
た
が
、
国
の
特
別
措
置
に
よ
り
、
平

成　

年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
交
付
手

２０
数
料
（
自
己
負
担
）
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

住民基
本台帳

カード
 

福島県
 

石川郡
石川町

 

2013
年11

月19
日まで

有効 

生年月
日 

氏　　
名 

住　　
所 

 

連絡先
 

昭和0
0年0

0月0
0日  

 性別 男
 

石川　
太郎 

●●●
●●●

●●●
●00

番地の
2 

 
福島県

石川郡
石川町

役場 

　

住
基
カ
ー
ド
は
戸
籍
の
窓
口
で
請
求
や

届
出
を
行
う
と
き
の
、
本
人
確
認
書
類
と

し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
は
、
役
場
の
窓
口

で
で
き
ま
す
。
そ
の
際
運
転
免
許
証
や
保

険
証
等
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
顔
写
真
は
窓
口
で
撮
影
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
受
付
か
ら
交
付
ま
で

に
は
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

町
民
生
活
課　

町
民
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
 
２
６－

９
１
２
０

　

町
で
は
４
月
１
日
付
で
職
員
の
定
期
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

３
月　

日
付
で
８
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

３１

　

異
動
し
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、（　

）
内
は
旧
所
属
と

な
り
ま
す
。

総
務
課
▼
主
幹
兼
課
長
補
佐
・
小
松
弘
喜

（
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長
）、

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
・
根
本
美
智
夫
（
主

任
主
査
兼
総
務
係
長
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査

兼
職
員
係
長
・
野
崎
昭
二
（
中
央
公
民
館
）、

主
査
・
藤
田
幸
子
（
町
民
生
活
課
）、
主
査
・

棚
瀬
一
貴
（
町
民
生
活
課
）、
主
事
・
矢
内

清
春
（
保
健
福
祉
課
）、
主
事
・
永
沼
靖
子

（
新
採
用
）

企
画
調
整
課
▼
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
兼
水

資
源
対
策
係
長
・
志
賀
正
敏
（
都
市
建
設

課
）〈
昇
任
〉、
主
事
・
西
牧
佳
子
（
総
務

課
）

税
務
課
▼
課
長
・
芳
賀
真
一
（
教
育
課
）、

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
収
納
係
長
・
吉
田
純
治

（
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
管
理
納
税
係
長
）、

課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
・
鈴
木
秀
夫
（
主
任

主
査
兼
課
税
係
長
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼

資
産
税
係
長
・
志
賀
幸
雄
（
産
業
振
興
課
）

〈
昇
任
〉、
主
査
・
郷
元
（
町
民
生
活
課
）、

主
査
・
矢
吹
智
之
（
産
業
振
興
課
）〈
昇
任
〉

町
民
生
活
課
▼
課
長
・
板
橋
重
徳
（
第
一
保

育
所
）〈
昇
任
〉、
主
幹
兼
課
長
補
佐
・
近
内

康
（
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
環
境
対
策
係
長
）、

課
長
補
佐
兼
生
活
安
全
係
長
・
瀬
谷
康
訓

（
主
任
主
査
兼
生
活
安
全
係
長
）〈
昇
任
〉、

主
査
・
鈴
木
則
夫
（
税
務
課
）、
主
査
・
遠

藤
崇
典
（
総
務
課
）、
主
査
・
三
瓶
桂
治

（
税
務
課
）〈
昇
任
〉、
主
事
・
秋
山
幸
子

（
保
健
福
祉
課
）

保
健
福
祉
課
▼
主
幹
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
次

長
・
藁
谷
眞
可
（
企
画
調
整
課
）、
課
長
補

佐
兼
社
会
福
祉
係
長
・
佐
藤
衛
（
主
任
主
査

兼
社
会
福
祉
係
長
）〈
昇
任
〉、
課
長
補
佐
兼

高
齢
福
祉
係
長
・
小
豆
畑
重
夫
（
主
任
主
査

兼
高
齢
福
祉
係
長
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼

児
童
福
祉
係
長
・
向
井
和
代
（
税
務
課
）

〈
昇
任
〉、
主
査
・
鈴
木
幸
子
（
総
務
課
）、

主
査
・
清
水
元
〈
昇
任
〉、
主
査
・
渡
辺
茂

幸
〈
昇
任
〉、
社
会
福
祉
士
・
阿
部
幸
江

（
新
採
用
）

産
業
振
興
課
▼
主
査
・
鈴
木
正
浩
（
水
道
事

業
所
）、
主
査
・
渡
辺
幸
生
（
教
育
課
）

都
市
建
設
課
▼
課
長
兼
簡
易
水
道
担
当
所

長
・
熊
田
誠
（
水
道
事
業
所
）【
水
道
事
業

所
長
併
任
】、
主
幹
兼
課
長
補
佐
・
小
林
安

（
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
兼
維
持
係

長
）、
主
任
主
査
兼
都
市
整
備
係
長
・
佐
川

正
人
（
税
務
課
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼
土

木
係
長
・
有
松
正
人
〈
昇
任
〉

会
計
室
▼
主
幹
兼
室
長
補
佐
兼
会
計
係
長
・

渡
辺
健
一
（
教
育
課
）〈
昇
任
〉、
主
任
主

査
・
添
田
美
恵
子
〈
昇
任
〉

養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
▼
主
幹
兼
園
長
・

有
賀
英
宏
（
会
計
室
）〈
昇
任
〉、
主
事
・
緑

川
喜
輝
（
町
民
生
活
課
）、
主
任
主
査
兼
生

窓
口
で

窓
口
で
の
本
人
確
認

本
人
確
認
に
も
使
用
で

使
用
で
き
ま
す
ま
す 

窓
口
で

窓
口
で
の
本
人
確
認

本
人
確
認
に
も
使
用
で

使
用
で
き
ま
す
ま
す 

窓
口
で
の
本
人
確
認
に
も
使
用
で
き
ま
す 

平
成
２０
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り 

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
が
無
料 

職
員
職
員
の
人
事
異
動
　

人
事
異
動
　 

担
当
職
員
が
変
わ
り
ま
し
た 

職
員
職
員
の
人
事
異
動
　

人
事
異
動
　 

職
員
の
人
事
異
動
　 

町 
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　４月１日から町職員として採用
され、勤務することとなりまし
た。左から永沼靖子主事、阿部
幸江主事です。
　町民の皆さんから信頼される
職員になれるよう頑張りますの
で、ご指導、ご協力をよろしく
お願いします。

活
相
談
員
・
中
村
孝
子
〈
昇
任
〉、
主
任
主

査
兼
支
援
員
・
渡
辺
雅
子
（
中
谷
第
一
小
・

第
二
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）、

第
一
保
育
所
▼
主
幹
兼
所
長
・
郷
貞
夫
（
保

健
福
祉
課
）〈
昇
任
〉、
主
任
主
査
兼
主
任
保

育
技
師
・
南
條
み
ち
子
（
野
木
沢
保
育
所
）、

主
任
主
査
兼
保
育
士
・
鈴
木
正
子
〈
昇
任
〉、

主
査
兼
保
育
士
・
二
瓶
美
登
里
（
第
二
保
育

所
）

第
二
保
育
所
▼
主
任
主
査
兼
保
育
士
・
瀬
谷

玲
子
（
第
一
保
育
所
）、
主
任
主
査
兼
保
育

士
・
矢
内
千
恵
子
〈
昇
任
〉、
保
育
士
・
國

井
陽
子
（
第
一
保
育
所
）

野
木
沢
保
育
所
▼
主
任
主
査
兼
保
育
士
・
渡

邉
智
子
（
第
二
保
育
所
）

教
育
課
▼
課
長
・
丹
内
真
紀
（
中
央
公
民

館
）〈
昇
任
〉、
課
長
補
佐
兼
町
史
編
纂
室
長

補
佐
兼
温
水
プ
ー
ル
所
長
兼
総
合
体
育
館
長

兼
武
道
館
長
・
矢
内
辰
郎
（
室
長
補
佐
兼
町

史
編
纂
係
長
）、
主
査
・
鈴
木
佳
子
（
企
画

調
整
課
）、
主
任
主
査
兼
技
能
手
・
薄
井
栄

子
〈
昇
任
〉

中
央
公
民
館
▼
主
幹
兼
館
長
兼
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
館
長
兼
体
育
館
長
・
南
條
武
義
（
保

健
福
祉
課
）、
主
任
主
査
兼
係
長
兼
歴
史
民

俗
資
料
館
係
長
・
二
瓶
伸
一
（
教
育
課
）

〈
昇
任
〉、
主
査
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
主
査
・

根
本
克
彦
（
総
務
課
）

中
谷
第
一
小
・
第
二
小
学
校
給
食
共
同
調
理

場
▼
主
任
調
理
師
・
高
原
敬
子
（
石
川
中
学

校
）

南
山
形
小
・
山
形
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場

▼
主
任
主
査
兼
調
理
師
・
須
藤
啓
子
〈
昇

任
〉

石
川
中
学
校
▼
主
任
調
理
師
・
鹿
岡
み
や
子

（
石
川
小
学
校
）

水
道
事
業
所
▼
次
長
兼
簡
易
水
道
担
当
次

長
・
小
池
義
則
（
次
長
兼
施
設
係
長
兼
簡
易

水
道
担
当
次
長
）、
主
任
主
査
兼
施
設
係
長
・

橋
本
倉
良
〈
昇
任
〉【
簡
易
水
道
担
当
係
長

併
任
】、
主
査
・
芳
賀
隆
（
養
護
老
人
ホ
ー

ム
長
生
園
）【
簡
易
水
道
担
当
主
査
併
任
】、

主
査
・
秋
山
裕
一
（
町
民
生
活
課
）【
簡
易

水
道
担
当
主
査
併
任
】

退
職
者
▼
芳
賀
正
人
、
宗
形
兼
徳
、
小
平
昭

信
、
荒
川
一
夫
、
曲
山
孝
子
、
十
文
字
百
合

子
、
荒
川
と
み
ゑ
、
緑
川
秀
子

新しい町職員を紹介

みなさん
よろしくお願いします

沢
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

３
月　

日
、
町
長
室
で
、
沢
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
近

１９

藤
孝
男
委
員
長
、
添
田
廣
美
副
委
員
長
か
ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
は
、
各
行
政
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
の
方
々
が

昨
年
の
９
月
か
ら
議
論
を
重
ね
沢
田
地
区
計
画
と
し
て
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
の
景
観
づ
く
り
事
業
、
特
産
物
を
生
か

し
た
交
流
の
輪
づ
く
り
事
業
、
歴
史
や
自
然
に
親
し
み
地
域
の
誇

り
を
育
む
事
業
の
３
つ
の
事
業
計
画
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
地
域
の
行
動
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

山
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

３
月　

日
、
町
長
室
で
、
山
橋
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
矢

２６

内
市
郎
右
衛
門
委
員
長
か
ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
は
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
、
住
み
慣
れ

た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、　

月
か
ら
議
論
を
重
ね
山
橋
地

１１

区
計
画
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た
夢

あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
提
唱
・
賞
揚
事
業
、

調
査
・
保
護
事
業
、
産
業
お
こ
し
事
業
、
景
観
形
成
事
業
、
広
報

等
そ
の
他
事
業
の
５
つ
の
事
業
計
画
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
地
域
の
行
動
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

母
畑
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　

３
月　

日
、
母
畑
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
計
画
書
が
提

２６

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
書
は
、
各
行
政
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
の
方
々
が

昨
年
の　

月
か
ら
議
論
を
重
ね
母
畑
地
区
計
画
と
し
て
と
り
ま
と

１０

め
た
も
の
で
、
誇
れ
る
資
源
の
整
備
・
保
存
事
業
、
地
元
農
作
物

の
直
売
と
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
、
北
須
川
の
遊
歩
道
整
備
と
保

全
及
び
堀
田
川
の
景
観
整
備
事
業
の
３
つ
の
事
業
計
画
を
掲
げ
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
地
域
の
行
動
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
ま
ち

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
く
り
委
員
会
か

委
員
会
か
ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ

ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ
る 
各
地
区
ま
ち

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
く
り
委
員
会
か

委
員
会
か
ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ

ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ
る 
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
計
画
書
が
提
出
さ
れ
る 
石
川
町
第
5
次
総
合
計
画 ▲山橋地区矢内委員長 ▲沢田地区近藤委員長（中央）添田副委員長（左）
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職業�ＡＬＳＯＫ福島綜合警備保障�で営業をしております。
日々、営業ノルマに追われるなか、お客様のニーズに
応えられるよう頑張っています。

��今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

��バイクに乗ることが好きで、いつか日本一周の旅をし
たいです。

��将来やってみたいことや夢を聞かせてください

��自分の会社を設立することが目標です。

��将来どんな町になって欲しいですか

��活気あふれる町。そのために企業誘致をして雇用の場
所を確保していただきたい。石川町に住みたいと思え
るような特典を作って欲しいと思います。

��最後に理想のタイプは

��気を使わなくてもいい明るく楽しい人が理想です。
�次回は、迎さんの紹介で曲山　碧さんです。

迎　勝彦さん（２４歳）●中田字古釜

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
供
は
４
人
で
、
孫
が
９
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て
く

５０

だ
さ
い

　

年
を
振
り
返
る
と
、
戦
後
と
い
う
こ
と
も

５０あ
り
結
婚
し
た
当
時
は
生
活
が
苦
し
か
っ
た

が
、
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。
仕
事
で
は
、
移
動

精
米
を
や
っ
た
り
、
自
分
で
工
場
を
作
っ
た
り
、
葉

タ
バ
コ
を
生
産
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ま

し
た
。
特
に
葉
タ
バ
コ
生
産
で
は
、
専
売
公
社
か
ら

の
委
託
に
よ
り
無
選
別
で
葉
タ
バ
コ
を
出
荷
し
た
り
、

肥
料
の
試
験
地
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
肥
料
の
試
験
を

行
い
、
慣
れ
な
い
日
報
を
毎
日
手
書
き
し
苦
労
し
た

こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
婚
祝

い
に
子
ど
も
達
か
ら
贈
ら
れ
た
沖
縄
旅
行
で
は
、
出

発
前
日
ま
で
牛
の
出
産
が
終
わ
ら
ず
心
配
し
な
が
ら

行
っ
た
こ
と
も
心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

今
は
、
温
泉
に
浸
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
す

の
が
楽
し
み
で
す
。
同
級
生
と
一
緒
に
行
く

温
泉
は
毎
回
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
子
供
が

月
に
一
回
温
泉
に
誘
っ
て
く
れ
る
の
で
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て
く

だ
さ
い

今
出
川
の
桜
が
好
き
で
す
。
中
田
の
に
ほ
ん

ぶ
な
も
眺
め
が
よ
く
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
番
は
我
が
家
の
裏
山
か
ら
見
え

る
那
須
連
峰
が
絶
景
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

人
口
の
減
少
が
気
に
な
り
ま
す
｡
中
田
地
区

も
小
学
生
の
数
が
減
っ
て
お
り
残
念
に
思
っ

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
対
策
や
少
子
化
対
策

に
力
を
入
れ
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

������������������������������������

�������������������������������������

氏名：塩田　勇喜さん（７６歳）
　　　　　　光代さん（７２歳）
住所：中田字高野

温泉に入りゆっくりすることが楽しみ

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ

�����������������
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●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　２６－２１１１ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

�サークル紹介コーナー�第３７回

　

私
た
ち
は
、
元
気
な
仲
間
が
集
ま
り
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
と
健

康
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
音
楽
に
あ
わ

せ
て
の
ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
た
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
兼
ね

た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
楽
し
く
体

を
動
か
し
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
。
野
木
沢
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ク

ラ
ブ
で
は
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
く
れ

る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
有
酸
素
運
動
で
、
心

肺
機
能
の
向
上
や
、
全
身
持
久
力
の
向
上
、

脂
肪
の
燃
焼
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
運
動
不
足
で
お
悩
み
の
方
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
運
動
し
た
い
と
お
考
え
の
方

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
初
心
者
の

方
で
も
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
に

よ
り
無
理
な
く
で
き
ま
す
。

　

１
日
体
験
も
で
き
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時
間：

毎
週
月
曜
日

　

：

　

〜　

：

　

１９

４５

２１

００

場
所：

野
木
沢
小
学
校

体
育
館

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

「敬礼！消防車が大好き、元気な兄弟です。健康で「敬礼！消防車が大好き、元気な兄弟です。健康で
のびのびと大きくなってね。」のびのびと大きくなってね。」

秀寿パパ・フミ子ママより（南山形字山田）秀寿パパ・フミ子ママより（南山形字山田）

十文字 葵十文字　 葵 生生ちゃん（右）   ちゃん（右）
あお い

　　　　佑 佑 生生ちゃん   ちゃん（左）（左）
ゆう い

▲音楽にあわせて楽しくダンス

▲ダンベルで筋力トレーニング



広報いしかわ広報いしかわ５５月号 ●月号　●　����

�

塩
釜
神
社
の
ア
カ
ガ
シ

　

当
町
通
り
か
ら
国
道
１
１
８
号
線
へ

向
か
っ
た
右
側
に
鎮
座
す
る
塩
釜
神
社

境
内
に
、
樹
齢
３
０
０
年
以
上
と
伝
え

ら
れ
る
ア
カ
ガ
シ
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。

本
来
、
ア
カ
ガ
シ
は
石
川
地
方
に
は
自

生
し
な
い
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
樹
木
と

言
え
ま
す
。
な
お
、
昭
和　

年
に
は
、

５８

福
島
県
の
「
緑
の
文
化
財
」
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

▲当町通りを石川駅に向かい国
道１１８号線へ右折します

�
幹
周
り
４
ｍ
の
巨
木
で
す

▲樹高は１５ｍを超えます

当
町

�
社
裏
手
の
南
斜
面
に
も
大
き
な
ア
カ
ガ
シ
の
林
が

あ
り
ま
す

　

平
成　

年　

月　

日
〜　

日
ま
で
福
島
県
文
化
セ
ン
タ

２０

１０

１１

１５

ー
・
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
・
郡
山
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に
、
第　

回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

２０

バ
ル
「
ま
な
び
ピ
ア
ふ
く
し
ま　

」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

２００８

　
「
ま
な
び
ピ
ア
ふ
く
し
ま　

」
で
は
、
生
涯
学
習
に
関

２００８

す
る
情
報
提
供
や
体
験
活
動
な
ど
を
メ
イ
ン
に
、
全
国
に

向
け
て
発
信
す
る
「
参
加
・
体
験
・
交
流
」
型
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
に
関
わ
る
団
体
、
企
業
、
学
校
、
行

政
（
国
・
県
・
市
町
村
）
が
参
加
し
、
自
主
的
な
企
画
に

よ
り
展
示
・
発
表
す
る
「
生
涯
学
習
見
本
市
」
も
開
催
さ

れ
、
よ
り
新
し
く
多
様
な
生
涯
学
習
の
情
報
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
情
報
交

換
の
場
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
「
生
涯
学
習
見
本
市
」
へ
の
出
展
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
機
会
に
多
く
の
「
学

び
」
を
発
見
し
て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
を
通
し
て
新
た

な
地
域
社
会
を
創
造
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜
ま
な
び
愛　
う
つ
く
し
ま
か
ら　
夢
発
信
〜

　

第　

回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２０



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー 
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出出出出出出出出出出出出出出産産産産産産産産産産産産産産育育育育育育育育育育育育育育児児児児児児児児児児児児児児一一一一一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時時時時時金金金金金金金金金金金金金金ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて出産育児一時金について

　

高
齢
者
虐
待
は
、
特
定
の
人
や
家
庭
で
起
こ

る
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り

う
る
身
近
な
問
題
で
す
。
虐
待
の
背
景
に
は

様
々
な
要
因
が
あ
り
、
養
護
者
が
介
護
に
よ
り

心
身
と
も
に
疲
労
し
て
い
た
り
、
認
知
症
の
症

状
へ
の
対
応
に
困
り
果
て
て
い
た
り
、
叩
い
た

り
、
怒
鳴
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
な

が
ら
、
自
分
で
は
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
の
自
覚

が
な
い
ま
ま
に
、
本
人
に
無
断
で
年
金
や
貯
金

を
使
っ
て
い
た
り
、
本
人
の
訴
え
を
無
視
す
る

等
の
、
不
適
切
な
対
応
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
養
護
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
の
対
策
や
、
問
題
解
決
の
た

め
に
第
三
者
が
介
入
す
る
な
ど
、
虐
待
の
悪
循

環
を
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

虐
待
を
止
め
る
こ
と
は
、
高
齢
者
自
身
に
と

っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
虐
待
を
し
て
い
る
養
護
者

の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
身
近
な
人
同
士
が
、
普
段
か
ら
気
に

高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

「
す
べ
て
の
人
が
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
」

か
け
あ
っ
た
り
声
か
け
あ
っ
て
、
介
護
の
大
変

さ
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
・
高
齢
者
や
そ

の
家
族
の
困
り
ご
と
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
る

地
域
、
虐
待
の
な
い
街
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
虐
待
に
関
し
て
心
配
や
不
安
な
こ

と
が
あ
る
時
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

石
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

�
２
６
―
４
６
０
６

�出産育児一時金制度�
　国保の被保険者が出産したときに３５万円が支給されます。妊娠８５日以上であれば死産や流産でも支給
されます。他の健康保険から出産育児一時金が支給される方（健康保険の加入期間が1年以上あり、
退職後半年以内に出産した場合）には国保からは支給されません。出産日の翌日から２年を経過すると
時効となり、支給されませんのでご注意ください。
●申請に必要なもの
・印鑑・母子健康手帳・国民健康保険証・金融機関の通帳（郵便局は除きます） 

�出産育児一時金受取代理制度�
　出産育児一時金受取代理とは、国保被保険者の出産時の費用負担軽減を図るため、国民健康保険から
支給する出産育児一時金を直接医療機関等に支払う制度です。出産前に、世帯主が医療機関の同意を得
て国保に申請することが必要となります。
�対象となる方は、石川町国民健康保険の被保険者で出産育児一時金の支給を受ける見込みがあり、出
産予定日が１か月以内の方です。なお、国民健康保険税の未納がある方は該当にならない場合があり
ます。
●申請に必要なもの
・印鑑・国民健康保険証・母子健康手帳又は出産予定日を証明する書類
１．出産費用が３５万円以上の場合は、国保が出産育児一時金の全額を医療機関等へ支払います。（差額
は、被保険者の方が医療機関等へ直接お支払ください。） 

２．出産費用が３５万円未満の場合は、国保が出産費用分を医療機関等へ支払い、その差額を被保険者へ
支払います。 



広報いしかわ広報いしかわ５５月号 ●月号　●　����

第38回 

自殺の原因・動機【平成19年度】 家庭問題9％ 

経済生活問題19％ 

勤務問題5％ 健康問題5％ 

男女問題2％ 

学校問題1％ 

その他3％ 

不祥25％ 

悩まずに…
まずご相談を！！
悩まずに…
まずご相談を！！
悩まずに…
まずご相談を！！

◆福島いのちの電話　　　�024－536－4343
　相談時間　10時～22時（年中無休）
◆自殺予防いのちの電話　�（0120）738556
　相談日時　毎月10日　午前8時～翌朝8時

しみじみ

こころ

福島県内の自殺者が年々増えています

年　度 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 

平成14年 秋田 青森 岩手 島根 新潟 宮崎 山形 高知 和歌山 佐賀 

平成15年 秋田 青森 岩手 新潟 富山 宮崎 島根 山形 福井 長崎 

平成16年 秋田 青森 岩手 高知 島根 宮崎 新潟 山形 鹿児島 

平成17年 秋田 青森 岩手 山形 富山 宮崎 高知 新潟 長崎 

 平成18年 秋田 岩手 山形 島根 宮崎 青森 新潟 
資料：厚生労働省「人口動態統計」 

○自殺率による都道府県別順位（高率県）

鹿児島 山梨 

　自殺の背景にはいろいろな要因がありますが、かけがえのないいのちを自ら守っていくこ
とが大切です。一人で悩まずにまわりの人に相談しましょう。 
　「福島いのちの電話」では生きることに悩み、孤独と不安の中で苦しんでいる人たちの声
に耳を傾け、「かけがえのない貴重ない
のちを共に生きましょう」と呼びかけて
います。一人ぼっちで悩まずに「福島い
のちの電話」にご相談ください。電話の
むこうに耳を傾ける人がいます。 

食改さんの 食改さんの 桜えびとグリンピースご飯

●食改さんの　　　　　　　
　彩りが綺麗で、春の季節にピッタリのご飯です。グリンピ
ースは、生を使用しても美味しいです。旬に合わせて使用
して下さい。カルシウムが豊富な桜えびは、骨粗鬆症予防
に役立ちます。乾煎りした方が、香ばしさが増して食べた時
のパサパサ感もなくなり、美味しいですよ。お弁当やおにぎ
りにしても合います。 
●栄養士から
　旬のグリンピースを使ったご飯は、春の味覚ですね。グリ
ンピースにはたんぱく質、ビタミンＢ1やＢ2、食物繊維が含
まれています。特に食物繊維は豊富で、便秘予防やコレス
テロールの吸収を防ぐ役割をしてくれます。桜えびはカル
シウムが豊富です。一緒に食べることで、骨への吸収が高
まり効果的です。季節を感じさせる料理の一つですね。 

●作り方

①米は洗ってザルにあげ、３０分程置く。 

②炊飯器に、①の米、酒、塩を加えた後、

米の量の目盛りまで水を加えて炊く。 

③グリンピースはさっと茹でる。 

　（冷凍を使用しているため、冷凍の

臭みを取る） 

④桜えびは、軽く乾煎りする。 

　（香ばしさを出すため） 

⑤炊き上がったご飯に、③、④を加え

て混ぜる。器に盛り付けて出来上がり。 

　（味の調節は、最後に塩で整える。） 

グリンピース（冷凍）・・・・・２０ｇ 

桜えび（乾燥）・・・・・・・・・・・８ｇ 

塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１ 

米 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２合 

（米の分量は、２人で１合の計算になります） 

 

材　料（４人分）



����● 広報いしかわ　●　広報いしかわ５５月号月号

（平成２０年３月１日～３月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

上舘　 愛桜  （正　光・多賀子） 沢　井
あ い ら

小松　 愛  美  （正　秋・仁　子） 南山形
あ み

川越　 璃  子  （健　司・真　希）  双　里
り こ

石 川 町 5 ～ 6 月 の 主 な 予 定

5月 ●May

6月 ● June
ひらた中央医院
クリスタルパーク

保健センター
保健センター

大野診療所
クリスタルパーク

老人福祉センター
保健センター
保健センター
保健センター

中央公民館

在宅当番医
中谷地区スポーツ祭

１歳６ヶ月健診
ポリオ予防接種（１２：３０～）

在宅当番医
母畑地区スポーツ祭

心配ごと相談　　　　　　 （１０:００～）
２歳児健診
３～４ヶ月健診
ＢＣＧ予防接種

行政書士無料相談会

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

1

2
3
4
5
6
　7
8

9
10
11
12

13
14

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

宗形　幸一（曲　木）・藁谷　りか（古殿町）
水野　　進（双　里）・志賀　千春（大　室）
小松　大輔（南山形）・畠山　香織（中　野）
桑澤　祐太（立ケ岡）・遠藤由貴恵（古殿町）
岩下　昌敬（形　見）・草野　香織（平田村）
太楽　　涼（板　橋）・水野　佑香（古殿町）
鈴木　康仁（下　泉）・山内　由美（浅川町）
鈴木　雅充（新　町）・及川　奈美（仙台市）
金澤　智也（塩ノ平）・古市　美香（塩ノ平）
関根　治男（母　畑）・菅原　千春（いわき市）

住 所　 氏　 名　

 遠　藤　京　子 南山形
 生田目　洋　子 高　田
 瀧　口　ミサヲ 母　畑
 小　木　キ　ク 板　橋
 二　瓶　長　一 北　町
 近　藤　サ　ツ 長久保
 岡　部　マ　サ 大　沢
 郷　　キクヱ 沢　井
 中　村　ハツヱ 高　田
 水　野　キミヱ 王子平
 三　森　定　丸 成　亀
 瀧　川　フ　ユ 中　田
 伊　藤　不二雄 松木下

��������
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ひらた中央医院

勤労青少年ホーム

老人福祉センター

富永医院
クリスタルパーク

在宅当番医

社会保険事務所　年金相談会
（１０:００～）

心配ごと相談　　　　　　 （１０:００～）

在宅当番医
山形地区スポーツ大会
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15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25

26
27
28
29
30
31
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